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＜連絡事項＞
・本日グループ内研修実施予定
日　時：6月　25日（木）17：10～（60分～90分を予定）

  場　所：メンタルケア病棟　3階　会議室

テーマ：精神科看護のあり方

  対　象：新人・中途採用者、初級者、中級者（対象スタッフ以外の希望者も参加可）

  講　師：佐藤　AOM
＜患者様連絡事項＞
・坂本　福子様～不眠時　エスタゾラム（2）10回分処方。
・巴　勇樹様～10：00～郵便局にカード作成の為外出し、帰院しています。
・鈴木　知子様～7/6からヘルパーの利用が可能と連絡あり、退院後のサービス調整中。
　　　　　　　　主治医へ確認し、訪問看護は週1回利用、初外来7/15（水）10：00で予約済み。7/3ケア会議実施で調整中です。

・蕨　真理様～ケア会議調整中。7/7　15：00予定。
＜要注目患者様＞
・滝田　英人様～幻聴に左右された行動は目立たず、日課も遅れなく参加。他者度行動を共にする事も出来ています。表情冴えず独語聞かれていますが、悲観的内容が多く、介入へも不満の訴えはありません。
・原　吉郎様～昨日の下痢を理由に朝食後のエンシュアリキッドを拒否。不調を訴え、大声での独語聞かれていますが、スタッフ対応は穏やか。食事や水分補給の拒否はありません。時間を置いてエンシュアリキッドの飲用を促すと、昼食後に拒否なく摂取しています。その後の下痢の訴えはありません。今後の補食について栄養と相談中です。
・畑中　成夫様～OTの声掛けに「調子が良くない、心がざわついて作業療法に行けない」と話しています。顔出しだけでもと伝えると「行くだけ行ってみましょうか」と作業棟へ行き、スタッフと話し戻ってきています。その後は自室で休まれており、「疲れ果ててしまってもう無理です」と話しています。
・畑中　成夫様～作業療法から皮膚科受診の為病棟へ戻るが、ラジカセが壊れていると訴えあり。プログラム参加前には壊れておらず、使用出来ていたと報告受けています。現物を確認していますが、音量調節と電源のボタンに鋭利な物を強く何度もぶつけたような傷があり、陥没して使用不可能な状態。 本人からは、「私が何も考えずに音楽を聴いたりしていたから、同室者をイライラさせてしまったかもしれない。もう一つラジカセがあるけどそれは隠しておきます」と話しがあります。
・千葉　光広様～同室者（畑中様）より、作業療法から戻ったらラジカセが壊れていると情報あり。部屋を空けていた時間は30分程。プログラム参加前には問題なく使用出来ていたと情報があります。ボタンをボールペンなどの尖ったものを使用して陥没させた様子が見られています。同室者が不在の間、室内には一人で過ごしており、他者の出入りは確認出来ません。畑中様の私物への関与は否定しています。明日再度本人へ状況の確認と関与について診察前に確認していきます。
・小笠原　文人様～2：30には起床。以後不眠で経過しており、4：30「今飲みたい、2滴でいい」と下剤希望あり。ピコスルファートナトリウム内用液2滴服用しています。その後「腸蠕動動かしてます」と廊下で腕立て伏せをするなど奇異行動見られています。日中は滅裂な発言や奇異行動はみられません。
＜安ヶ平Drケース・診察情報、退院支援委員会＞

・上村　みわ様～妄想に左右されプログラムを拒否する様子見られています。服薬拒否はなく経過。診察時も妄想に左右された発言多いです。退院先は施設としているが、家族は非協力的です。

・滝田　英人様～幻聴に左右された言動聞かれ、準夜帯～深夜帯にかけて大声での独語や、食事の拒否見られ、睡眠のコントロールが出来ずにいます。日課やプログラム等、スタッフの声掛けを要する事はあります。陽性症状活発であり、施設対応困難な状況です。

・坂本　のり子様～施設入所の方向であるが保護者は遠方にいる。洗濯など意見が通らない事で声を荒げる場面はあるが、概ね落ち着いた行動がとれており、幻聴に左右された行動も見られない。
・沼端　恵子様～廊下往復しながら声高で放歌や、独語しながらホールと廊下の行き来が見られていますが、対応にも不機嫌者ありません。OT中は、トイレ行かれる事が多く集中出来ずにいます。夜間は、不眠時の頓服薬を服用せずに休めるようになっており、夜間帯の尿失禁も減少傾向が見られています。

・中川原　義雄様～行動の荒さは落ち着いており夜間の睡眠もとれています。プログラムにも、作業療法にも取り組まれています。自宅に向けての確認事項を習慣づけ、外出訓練に向け支援コロナの為延期中（開始になったら予定表・家族連絡）。

＜馬渡Drケース・診察情報、退院支援＞

・佐々木　淳様～身体障害者手帳収得頂きたい旨、ご家族様へ連絡している。6/20にお母様・弟様が面会に来ているが、易怒性見られ話しの聞き入れ出来ず。その後も易怒性見られており、大声での独語や指示的口調著明。6/23主治医診察しレボトミン（25）1T　1×朝が追加となっている。増薬後は徐々に落ち着き見られている。次回6/26再度弟様面会し、八太郎山療護園の見学について説明予定です。八太郎山療護園申し込み中であり、外出訓練を行う予定です。

・原　吉郎様～エンシュアリキッドを使用していたが薬価の関係上、今後は別の物に変更していく予定。内容は栄養と検討中。不調の訴え継続しており、補中益気湯が追加処方となる。そのほか処方継続する。幻聴は残存しているようであるが、悪化はありません。一時青山荘方向で体験したが、キザミ食の為、本人は体験も拒否されている状況。施設への退院に向け、動機付けが必要です。

・戸賀沢　潔様～特定女性への接触を図ろうとする様子や、挙動不審はみられるが状態変化なく経過。嗜好品摂取も再開している。今後の方向性は検討中です。

＜皮膚科診察＞

・高橋　義明様～処置変更。ゲンタマイシン軟膏1本処方となり、ゲンタマイシン軟膏+ガーゼ保護へ変更。内服薬はセフジトレンピボキシル錠を飲み切り止めの指示。
　　　　　　　
